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伝統の本城 Gから、新時代の有楽町 Gへ  
1月２９（水）、３０日(木)に、長年利用してきた

足利市本城グラウンド（旧足高 G）から、足利市

有楽町グラウンド（現足高 G）へグラウンド移転

が実施されました。ボール、バット等の野球道具は

勿論、防球ネットや集球ネット、L字ネットやベンチ

に至るまで、移動できるものはほぼすべて移転し

ました。今後さらに多くの物品がグラウンドに設置

予定となっており、充実した練習を行う環境は整

いつつあります。充実した環境の中で練習に励

み、新しく歩み始めた足利高校とともに野球部も

新たな伝統を築いていきたいと考えています。 

足高の伝統の中で未だ達成されていない「甲

子園出場」を新たな場所から挑戦していきます。 

オフシーズンのPick Ｕｐ! Player! 

 

文武両道は車輪の如し 、 大志を抱き三兎を追う 

～ Our Dreams Come True “ Since 1928 ” ～ 
足高ＰＲＩＤＥ！ 

２０２５ 

2年 寺岡 千里    ２年 福地 彩佳   １年 西村 杏 
チームを縁の下で支える、大切なマネージャー３人。練習中
の補食作り（たまごかけごはん）を始め、負傷者救護、グラウ
ンド整備、ネット捕集、データ処理、試合運営、アナウンス、高
野連補助員等々、業務は多岐にわたる。その為、自分で気づ
き・考え・行動することが一番求められるポジションである。新
時代の足高野球部を一番象徴している存在であり、注目度
も高い。選手の躍動とともに、3人の活躍にも大いに期待！ 

足利高校野球部の歴史に今年、２人のマネージャーが
新たに名を刻むかもしれない。入部からチームのために
活動してきた新３年生マネージャー寺岡、福地の２名は、
楽しいことや苦しいことなど様々なことを経験し入部当時
より大きく成長してきた。ラストイヤーを迎える今年、集大
成としてチームが大会で結果を残すことを考え奔走する
なか、本人たちも大きな大役を狙う。それは選手権大会開
会式での補助員。数多くいる県内マネージャーのなかで
選ばれるのは、わずか数人。選出されればチームとして誇
り高い大役となる。チームのことを最優先に考え行動しな
がらも自分たちのために限られた時間を有効に使い、自
己研鑽に励んでほしい。そしてあの晴れ舞台で活躍する
姿を見せてもらいたい。日頃から陰で支えてきた立役者
たちの日の目は近い。 

 
 

1９日（水）グラウンド開き 

２３日（日）合同練習（H） 

＜３月＞ 

１日（土） シーズンイン 

２日（日）VS 桐生清桜（H） 

３日（月）卒業式、送別試合（H） 

８日（土）VS 伊勢崎清明（H） 

９日（日）VS 小山北桜（H） 

１６日（日）VS 石岡一（A） 

２０日（木）VS山村学園（A） 

２３日（日）VS 花咲徳栄（A） 

２５日（火）～２７日（木） 

関西遠征 ２泊３日 

選抜甲子園 視察 

２６日（水） VS 橿原（奈良） 

２７日（木） VS 高田商（奈良） 
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移転！ 

狙う大役！創部初の選出なる

か 


